
- 1 -- 3 -

⽇
本
近
世
⽂
学
会
秋
季
⼤
会
の
ご
案
内 

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
二
〇
二
〇
年
度
秋
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

二
〇
二
〇
年
十
月
一
日

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表 

⼩ 

林 

ふ 

み 

⼦ 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表 

 
      

柳  

沢 
    

昌  

紀

⼤
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

【
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
】 

【
会 

場
】
法
政
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場 

 
 
 
 
 
 

中
京
大
学
文
学
部 

柳
沢
昌
紀
研
究
室 

【
行 

事
】  

    
   

    
    

   
    

    
   

    

〒 
 
 
 

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一
〇
一
―

二 

第
一
日 

十
一
月
十
四
日
（
土
）  

    
    

   
    

電
話 

〇
五
二
―

八
三
五
―

七
三
一
八
（
研
究
室
直
通
） 

委
員
会
（
一
一
・
〇
〇
～
一
二
・
〇
〇
）   

   
    

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

info@
kinseibungakukai.com

 

会
場
開
室
（
一
三
・
〇
〇
） 

開
会
時
間
（
一
三
・
三
〇
） 

研
究
発
表
会
（
一
三
・
四
〇
～
一
五
・
〇
〇
） 

１

荒
木
田
麗
女
『
藤
の
岩
屋
』
『
野
中
の
清
水
』
の
翻
案
の
方
法
と
享
受

 
 
 

―
―
『
野
中
の
清
水
』
跋
文
の
宣
長
の
解
釈
を
契
機
と
し
て

―
―

 
 
 
 
 
 

                            

日
本
女
子
大
学
（
学
術
研
究
員
） 

時 

田 

紗 

緒 

里

２ 

下
河
辺
長
流
の
学
問
と
歌
材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
志
社
大
学 

大 

山 
 

和 

哉

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
（
一
五
・
一
五
～
一
五
・
三
〇
） 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
五
・
三
〇
～
一
七
・
〇
〇
） 

「
つ
な
が
る
喜
び

―
―
江
戸
の
リ
モ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

パ
ネ
リ
ス
ト 

              

愛
媛
大
学 

 

神 

楽 
岡 

幼 

子

上
智
大
学 

 

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ

柿
衞
文
庫 

 

辻 

村 
 

尚 
子

山
口
県
立
大
学 

 

菱 

岡 
 
 

憲 
司

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

国
文
学
研
究
資
料
館 
 

神 

作 
 
 

研 

一

司

会 
                  

法
政
大
学 

 

小 

林 

ふ 

み 

子

懇
親
会
（
一
七
・
三
〇
～
一
八
・
三
〇
） 

 

第
二
日 

十
一
月
十
五
日
（
日
） 

会
場
開
室
（
一
〇
・
〇
〇
） 

研
究
発
表
会 

午
前
の
部
（
一
〇
・
三
〇
～
一
一
・
五
〇
） 

３ 

『
翁
草
』
自
筆
原
本
の
書
誌
学
的
考
察 

 
 
 
 
 
 

関
西
大
学
（
院
聴
講
生
） 

奥 

野 
 
 

照 

夫

４ 

芭
蕉
古
池
句
「
蕉
風
開
眼
」
の
真
意 

 
 
 
 

 
 
 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

 

中 

森 
 
 

康 

之

昼
休
み
（
一
一
・
五
〇
～
一
三
・
三
〇
） 

編
集
委
員
会
（
一
二
・
〇
〇
～
一
三
・
三
〇
） 

研
究
発
表
会 

午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
～
一
五
・
三
〇
） 

５ 

烏
亭
焉
馬
作
『

 

蚊
不
喰

か
に
く
わ
れ
ぬ

呪
咀

ま
じ
な
い

曽
我

そ

が

』

 

―
― 

会
話
体
滑
稽
本
の
先
蹤
と
し
て 

―
― 

                                              
       

法
政
大
学
（
院
） 

マ
ス
キ
オ
・
パ
オ
ラ

６ 

『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
の
再
検
証

―
―

岩
芝
を
め
ぐ
っ
て

―
― 

 

早
稲
田
大
学
（
院
） 

小 

林 
 
 

俊 

輝

７ 

馬
琴
と
艶
本

え

ほ

ん 

―
―
『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』
『
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
』
を
め
ぐ
っ
て 

―
― 

専
修
大
学 

 

板 

坂 
 
 

則 

子

閉
会
（
一
五
・
三
〇
） 

 〒　
　
　

名

古

屋

市

昭

和

区

八

事

本

町

一

〇

一
―

二

電
話　

〇
五
二-

八
三
五-

七
三
一
八
（
研
究
室
直
通
）

　
466

-

0825

パ
ネ
リ
ス
ト	

愛
媛
大
学	

神　

楽　

岡　

幼　

子

	

上
智
大
学	

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ

	

柿
衞
文
庫	
辻　

村　
　
　

尚　

子

	

山
口
県
立
大
学	
菱　

岡　
　
　

憲　

司

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト	

国
文
学
研
究
資
料
館	

神　

作　
　
　

研　

一

司　

会	

法
政
大
学	

小　

林　

ふ　

み　

子

	

日
本
女
子
大
学
（
学
術
研
究
員
）	

時　

田　

紗　

緒　

里

	

同
志
社
大
学	

大　

山　
　
　

和　

哉

	

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表	

小　

林　

ふ　

み　

子

	

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表	

柳　

沢　
　
　

昌　

紀

	

関
西
大
学
（
院
聴
講
生
）	

奥　

野　
　
　

照　

夫

	

豊
橋
技
術
科
学
大
学	

中　

森　
　
　

康　

之

	

法
政
大
学
（
院
）	

マ
ス
キ
オ
・
パ
オ
ラ

	

早
稲
田
大
学
（
院
）	

小　

林　
　
　

俊　

輝

	

専
修
大
学	

板　

坂　
　
　

則　

子



- 2 -- 4 -

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨 

つ
な
が
る
喜
び 

︱
江
⼾
の
リ
モ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

法
政
大
学 

 

小 

林 

ふ 

み 

子
（
司
会
） 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
今
、
自
由
に
出
か
け
て
人
と
会
う
こ
と
、
集
う
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
験
の
な
い
不
自
由
さ
に
息
苦
し
く
も
感
じ
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
近
代
に
入
っ
て
通
信
、
交
通
手
段
が
大
き
く

発
達
す
る
以
前
、
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
塾
や
月
並
会
な
ど
の
定
期
的
な
集
ま
り
は
と
も

か
く
、
「
会
」
の
開
催
に
は
事
前
の
通
知
か
ら
多
く
の
準
備
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
り
わ
け
、
遠
方
の
人

と
の
交
流
は
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
だ
け
に
、
人
び
と
が
書
簡
に
よ
っ
て
信
を
通
じ
る
こ
と
そ
の
も
の
を
喜
ん
だ
の
は
、
会
員
各
位
が
ご
研
究
の
な

か
で
ご
存
じ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
企
画
者
と
し
て
は
、
生
涯
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
寝
惚
先
生
大
田
南
畝
・
銅
脈
先
生

畠
中
観
斎
と
い
う
東
西
の
狂
詩
作
家
の
唱
和
を
周
囲
の
助
力
で
実
現
し
た
の
を
そ
の
ま
ま
紙
面
に
再
現
し
た
か
の
よ
う

な
『
二
大
家
風
雅
』
（
寛
政
二
年
刊
）
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
離
れ
て
い
て
も
、
会
え
な
く
て
も
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
の
楽
し
み
方
の
諸
相
を
考
え
る
企
画
で
す
。 

当
学
会
の
課
題
と
し
て
、
異
分
野
、
海
外
の
研
究
者
と
の
連
携
が
挙
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
英
語
圏

の
代
表
的
な
日
本
研
究
誌
『
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
』
編
集
長
で
、
近
世
日
本
の
文
人
交
流
を
研
究
さ
れ
て
い

る
ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
お
迎
え
し
ま
す
。 

  

パ
ネ
リ
ス
ト 

役
者
と
贔
屓 

︱
江
⼾
の
歌
右
衛
⾨
と
上
⽅
の
贔
屓
の
場
合
︱ 

愛
媛
大
学 

 

神 
楽 

岡 

幼 

子 

文
化
文
政
期
に
活
躍
し
た
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
は
江
戸
の
舞
台
を
勤
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
上
方
の

歌
右
衛
贔
屓
は
ど
ん
な
か
た
ち
で
歌
右
衛
門
と
つ
な
が
り
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

歌
右
衛
門
か
ら
上
方
の
贔
屓
へ
宛
て
た
書
簡
も
残
る
。
『
芝
翫
栗
毛
』
や
『
芝
翫
国
一
覧
』
な
ど
贔
屓
本
の
出
版
も

歌
右
衛
門
と
つ
な
が
り
続
け
る
方
法
で
あ
っ
た
。
歌
右
衛
門
の
舞
台
の
評
判
は
役
者
評
判
記
が
上
方
の
贔
屓
に
伝
え
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を
も
と
に
、
江
戸
の
歌
右
衛
門
と
上
方
の
贔
屓
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
追
っ
て

み
た
い
。 

  ⼿
紙
で
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と 

︱
只
野
真
葛
と
頼
静
の
場
合
︱ 

上
智
大
学 

 

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ 

大
き
く
境
遇
や
性
格
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
宝
暦
の
末
に
生
ま
れ
て
同
じ
時
代
を
生
き
た
女
性
た
ち
が
、
と
も
に
書

く
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
新
た
な
関
係
を
拓
こ
う
と
し
て
い
た
。
只
野
真
葛
（
一
七
六
三
―
一
八

二
五
）
の
場
合
は
、
自
身
の
草
稿
『
独
考
』
の
出
版
に
曲
亭
馬
琴
の
助
力
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
（
山
陽
の

母
と
し
て
知
ら
れ
る
）
頼
静
（
一
七
六
〇
―
一
八
四
二
）
に
と
っ
て
は
、
お
も
に
家
族
や
知
友
と
音
信
を
伝
え
合
う
手

段
で
あ
っ
た
。
こ
の
短
い
発
表
で
は
、
手
紙
の
世
界
に
お
い
て
さ
え
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
差
）
の
問
題
が
大
き
く
横

た
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
。 

 



- 3 -- 5 -

  鑑
賞
と
実
⽤
の
あ
い
だ 

︱
芭
蕉
の
⼿
紙
の
場
合
︱ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柿
衞
文
庫 

 

辻 

村 
 

尚 

子 

芭
蕉
の
俳
諧
風
雅
論
と
し
て
有
名
な
「
許
六
離
別
詞
」
は
、
遠
く
離
れ
て
も
共
に
「
実(

ま
こ
と)

」
を
追
求
し
よ
う

と
の
思
い
を
託
し
た
餞
別
文
で
あ
る
。
受
け
取
っ
た
許
六
は
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
平
生
の
手
紙
と
は
異
な
る
端
正
な

筆
跡
に
も
感
動
し
た
に
違
い
な
い
。
手
紙
の
筆
跡
は
実
用
の
文
字
と
し
て
鑑
賞
用
の
文
字
と
は
区
別
さ
れ
る
。
一
方
で
、

芭
蕉
に
は
鑑
賞
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
手
紙
が
あ
る
。
鑑
賞
と
実
用
の
間
を
自
在
に
行
き
来
す
る
芭
蕉
の
筆
跡
が
、
手

紙
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

  近
世
商
⼈
の
蔵
書
形
成
と
書
簡 

︱
川
喜
⽥
遠
⾥
宛
⼩
津
桂
窓
書
簡
に
即
し
て
︱ 

山
口
県
立
大
学 

 

菱 

岡 
 

憲 

司 

三
重
県
津
市
の
石
水
博
物
館
に
は
一
七
五
通
の
小
津
桂
窓
関
連
書
簡
が
残
る
。
質
量
と
も
に
近
世
を
代
表
す
る
蔵
書

・
西
荘
文
庫
を
有
し
た
小
津
桂
窓
と
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
千
歳
文
庫
を
成
し
た
川
喜
田
家
。
両
者
の
取
り
交

わ
す
書
簡
に
は
、
馬
琴
を
は
じ
め
三
五
〇
を
超
え
る
人
名
、
そ
し
て
『
春
雨
物
語
』
ほ
か
六
〇
〇
を
超
え
る
書
籍
名
が

見
出
せ
る
。
今
回
は
、
江
戸
の
書
肆
岡
田
屋
と
の
や
り
と
り
、
馬
琴
旧
蔵
本
の
行
方
な
ど
の
事
例
を
通
じ
て
、
近
世
商

人
の
蔵
書
形
成
に
果
た
す
書
簡
の
役
割
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。 

   

研
究
発
表
要
旨 

荒
⽊
⽥
麗
⼥
﹃
藤
の
岩
屋
﹄
﹃
野
中
の
清
⽔
﹄
の
翻
案
の
⽅
法
と
享
受 

 
 

 
 

︱
﹃
野
中
の
清
⽔
﹄
跋
⽂
の
宣
⻑
の
解
釈
を
契
機
と
し
て
︱ 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
女
子
大
学
（
学
術
研
究
員
） 

時 

田 

紗 

緒 
里 

 

荒
木
田
麗
女
は
、
『
遊
仙
窟
』
を
下
敷
き
と
し
た
擬
古
物
語
『
藤
の
岩
屋
』(

明
和
九
年)

を
執
筆
し
、
同
年
に
同
趣

向
の
『
野
中
の
清
水
』
を
執
筆
し
た
。 

本
発
表
で
は
、
唐
代
伝
奇
小
説
『
遊
仙
窟
』
を
翻
案
す
る
『
藤
の
岩
屋
』
と
『
野
中
の
清
水
』
に
つ
い
て
、
い
か
に

王
朝
物
語
を
擬
し
た
物
語
と
し
て
成
立
さ
せ
た
の
か
、
そ
の
翻
案
の
方
法
を
提
示
す
る
。 

『
藤
の
岩
屋
』
は
、
『
桃
源
』
が
原
題
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
津
藩
第
七
代
藩
主
藤
堂
高
朗
の
勧
め
で
改
名
し
た
と
み

ら
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
の
解
明
は
従
来
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
『
野
中
の
清
水
』
跋
文
に
見
え
る
こ
の
『
桃
源
』

を
、
宣
長
は
『
野
中
の
清
水
添
削
』
に
お
い
て
『
野
中
の
清
水
』
の
別
号
と
誤
読
し
て
い
た
。
宣
長
は
『
藤
の
岩
屋
』

の
存
在
を
知
ら
ず
に
添
削
を
施
し
、
以
後
『
野
中
の
清
水
』
の
み
が
論
争
に
関
わ
っ
て
知
ら
れ
て
、
『
藤
の
岩
屋
』
と

『
野
中
の
清
水
』
と
は
別
々
の
擬
古
物
語
と
し
て
読
ま
れ
る
に
至
っ
た
。 

そ
の
た
め
か
、
伊
豆
野
タ
ツ
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
で
も
、
『
野
中
の
清
水
』
に
は
『
遊
仙
窟
』
の
影
響
が

少
な
く
、
『
藤
の
岩
屋
』
と
『
野
中
の
清
水
』
と
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
物
語
と
考
え
る
べ
き
だ
と
論
じ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
両
作
品
は
「
『
遊
仙
窟
』
の
和
風
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
一
連
の
物
語
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
論
じ
た
い
。 
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下
河
辺
⻑
流
の
学
問
と
歌
材 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
志
社
大
学 

 

大 

山 
 

和 

哉 

 

近
世
初
期
大
坂
の
国
学
者
、
歌
人
で
あ
る
下
河
辺
長
流
（
生
年
未
詳
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
没
）
は
、
数
多
の

古
典
注
釈
書
を
著
し
た
他
、
約
千
五
百
首
の
多
彩
な
和
歌
作
品
を
残
し
た
。
し
か
し
長
流
の
和
歌
は
堂
上
派
（
二
条
派
）

風
の
表
現
を
脱
し
て
お
ら
ず
、
近
世
地
下
の
和
歌
と
し
て
は
未
成
熟
な
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
長
流

の
和
歌
に
対
す
る
態
度
を
長
流
自
身
の
言
葉
か
ら
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
詠
歌
と
学
問
内
容
と
を
関
連
付
け
、
そ
の

和
歌
史
上
の
意
義
を
再
検
討
す
る
。 

 

長
流
の
著
作
を
紐
解
け
ば
、
「
一
ふ
し
」
あ
る
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
理
想
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
「
一
ふ
し
」

と
は
表
立
っ
た
新
た
な
趣
向
を
意
味
す
る
語
で
、
伝
統
的
な
歌
語
に
よ
り
平
穏
で
優
美
な
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
理
想
と

す
る
当
時
の
堂
上
歌
人
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
避
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
長
流
は
「
一
ふ
し
」
を
重
視
す
る
こ
と

で
、
意
識
的
に
堂
上
の
和
歌
と
地
下
の
和
歌
と
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
。 

 

長
流
は
「
一
ふ
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
「
歌
材
」
（
和
歌
に
詠
み
込
む
素
材
）
に
注
目
す
る
。
例
え
ば
長
流
作
の

歌
学
書
『
続
歌
林
良
材
集
』
は
、
和
漢
の
故
事
を
用
い
た
古
歌
を
そ
の
出
典
と
共
に
解
説
す
る
。
歌
材
と
し
て
は
比
較

的
珍
し
い
典
拠
を
多
く
扱
う
書
だ
が
、
長
流
は
実
際
に
そ
れ
ら
の
典
拠
を
用
い
て
自
ら
も
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
同
様
の

こ
と
が
他
の
著
作
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
古
典
学
者
と
し
て
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
む
こ
と
で
新
た
な
趣
向
を
獲

得
す
る
に
至
っ
た
長
流
の
和
歌
は
、
堂
上
和
歌
が
踏
み
込
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
表
現
領
域
を
開
拓
し
、
地

下
の
和
歌
の
一
つ
の
在
り
方
を
積
極
的
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

﹃
翁
草
﹄
⾃
筆
原
本
の
書
誌
学
的
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

関
西
大
学
（
院
聴
講
生
） 

奥 
野 

 

照 

夫 

 

江
戸
時
代
中
期
の
随
筆
家
に
し
て
俳
人
の
神
沢
杜
口
は
、
『
翁
草
』
二
百
巻
、
『
塵
泥
』
五
十
七
巻
の
編
者
で
あ
る
。

 

 

従
来
『
翁
草
』
は
自
筆
原
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
主
に
池
辺
義
象
が
明
治
三
十
八
年
に
校
訂
、
翻
刻

し
た
『
校
訂
翁
草
』
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
六
十
三
年
、
宗
政
五
十
緒
教
授
が
、
枚
方
市
の
入
江
信
男
氏

宅
で
発
見
さ
れ
た
『
翁
草
』
二
百
巻
を
、
自
筆
原
本
と
判
定
さ
れ
た
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
六
日
、
京
都
新
聞
夕

刊
）
。
宗
政
教
授
は
『
翁
草
』
、
特
に
『
異
本
翁
草
』
を
中
心
に
研
究
を
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
入
江
信
男
氏
蔵
の
『
翁

草
』
を
自
筆
原
本
と
判
定
さ
れ
た
根
拠
を
何
ら
示
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
亡
く
な
ら
れ
た
。 

 

今
回
武
蔵
野
市
在
住
の
入
江
知
安
氏
（
信
男
氏
の
甥
）
の
元
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
を
、
八
回
に
亘
り
調
査
、

幾
つ
か
の
印
が
『
赤
城
義
士
篇
参
考
』
（
京
都
学
歴
彩
館
蔵
）
と
共
通
す
る
事
を
確
か
め
る
事
に
よ
り
、
自
筆
原
本
で

あ
る
事
を
確
認
で
き
た
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。 

杜
口
は
十
一
歳
の
時
、
入
江
家
か
ら
神
沢
家
に
養
子
入
り
、
神
沢
家
を
継
ぎ
、
京
東
町
与
力
を
二
十
年
勤
め
た
。
四

十
四
歳
で
致
仕
、
後
八
十
六
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
間
、
『
翁
草
』
、
『
塵
泥
』
等
を
残
し
た
が
、
同
時
に
古
希
記
念

俳
諧
撰
集
『
ふ
た
り
づ
れ
』
、
附
録
『
や
せ
牛
』
、
『
其
蜩
庵
杜
口
発
句
藪
』
等
を
著
し
た
俳
人
で
も
あ
っ
た
。
入
江

知
安
氏
は
、
神
沢
杜
口
の
生
家
入
江
家
の
末
裔
で
あ
る
。
尚
、
『
塵
泥
』
の
自
筆
原
本
は
、
豊
中
市
在
住
の
木
村
隆
一

氏
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
木
村
家
は
神
沢
家
の
菩
提
寺
、
慈
眼
寺
の
墓
を
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。 
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芭
蕉
古
池
句
﹁
蕉
⾵
開
眼
﹂
の
真
意 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

 

中 

森 
 

康 

之 

 

「
古
池
や
蛙
飛
こ
む
水
の
お
と
」
。
芭
蕉
の
こ
の
句
は
支
考
に
よ
っ
て
「
蕉
風
開
眼
の
句
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
考
が
如
何
な
る
意
味
で
こ
の
句
を
「
蕉
風
開
眼
」
と
言
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

本
句
を
考
え
る
と
き
、
芭
蕉
自
身
の
考
え
と
支
考
の
理
解
の
相
違
、
芭
蕉
自
身
の
考
え
の
変
化
、
『
葛
の
松
原
』
を

は
じ
め
と
し
た
支
考
の
言
説
の
信
憑
性
な
ど
、
留
意
す
べ
き
点
が
非
常
に
多
い
。 

よ
く
誤
解
さ
れ
る
が
、
支
考
は
こ
の
句
が
芭
蕉
を
代
表
す
る
名
句
で
あ
る
と
言
っ
た
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
蕉

風
開
眼
」
の
句
で
あ
る
と
言
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
で
は
そ
の
真
意
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
発
表
で
は
そ

れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
句
に
支
考
が
最
初
に
言
及
し
た
『
葛
の
松
原
』
の
記
述
は
信
用
で
き
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い

る
〈
蕉
風
表
現
論
〉
は
、
①
『
荘
子
』
を
信
奉
し
て
い
た
芭
蕉
の
俳
諧
表
現
論
に
よ
く
合
う
こ
と
。
②
『
三
冊
子
』
に

お
け
る
土
芳
の
解
説
に
も
通
じ
る
こ
と
。
③
貞
門
・
談
林
と
は
一
線
を
画
す
新
し
い
俳
諧
表
現
論
で
あ
る
こ
と
。
④
「
滑

稽
」
概
念
も
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
⑤
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
文
学
（
詩
）
」
と
し
て
の
原
理
に
通
じ
、
俳
諧
が
「
文

学
（
詩
）
」
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
⑥
し
か
し
い
わ
ゆ
る
「
写
生
」
と
は
全
く
関
係
が
な
い
こ
と
。

⑦
晩
年
の
弟
子
た
ち
や
蝶
夢
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
。
⑧
個
々
人
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
や
す
い
表
現
論
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
俳
風
を
多
様
化
し
、
「
文
学
性
」
の
薄
い
作
品
群
も
量
産
さ
れ
る
必
然
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
等
で

あ
る
。 

  

烏
亭
焉
⾺
作
﹃ 

蚊
不
喰

か
に
く
わ
れ
ぬ

呪
咀

ま
じ
な
い

曽
我

そ

が

﹄ 

︱
会
話
体
滑
稽
本
の
先
蹤
と
し
て
︱ 

                                               

法
政
大
学
（
院
） 

マ
ス
キ
オ

・

パ
オ
ラ

会
話
体
の
洒
落
本
の
成
立
に
は
浮
世
物
真
似
な
ど
の
芸
能
の
刺
激
が
指
摘
さ
れ
、
万
象
亭
『
田
舎
芝
居
』
（
天
明
七
年

刊
）
を
経
て
、
後
期
、
滑
稽
本
に
つ
な
が
る
と
い
う
図
式
が
描
か
れ
て
い
る
（
本
田
康
雄
「
浮
世
物
真
似
め
き
た
る
ゑ
せ

物
語
の
こ
と
」
『
近
世
文
藝
』
一
九
六
二
、
な
ど
）
。

烏
亭
焉
馬
作
『

 

蚊
不
喰

か
に
く
わ
れ
ぬ

呪
咀

ま
じ
な
い

曽
我

そ

が

』

 

（

 

安
永
八
年
刊
）
は
、
曽
我
狂
言
の
世
界
に
よ
る
茶
番
の
体
裁
で
、
登
場
人
物
そ

れ
ぞ
れ
が
役
柄
を
生
か
し
て
サ
イ
コ
ロ
や
カ
ル
タ
な
ど
の
賭
博
に
興
ず
る
さ
ま
を
そ
の
会
話
を
中
心
に
芝
居
の
台
帳
の
よ

う
に
綴
る
。
鄙
野
な
言
葉
を
用
い
た
会
話
体
に
よ
る
芝
居
の
戯
作
化
と
い
う
点
で
『
田
舎
芝
居
』
以
降
の
滑
稽
本
の
発
展

史
の
さ
き
が
け
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
多
用
さ
れ
る
特
殊
な
賭
博
用
語
の
た
め
か
、
従
来
の
研
究
で
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
賭
博
用
語
は
、
と
り
わ
け
都
市
の
中
の
特
殊
か
つ
き
わ
め
て
卑
俗
な
口
語
で
あ
り
、
こ
れ
を
文
字
で
表
記

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
を
駆
使
し
た
言
葉
遊
び
を
多
用
し
つ
つ
、
博
奕
の
場
面
を
曽
我
狂
言
の
登
場
人
物
た
ち
に
紙
面
で

演
じ
さ
せ
る
こ
と
に
作
者
の
主
眼
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
蚊
不
喰
呪
咀
曽
我
』
は
、
こ
れ
以
降
、
式
亭
三
馬
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
歌
舞
伎
を
趣
向
と
す
る
会
話
体
の
滑
稽

本
（
例
え
ば
三
馬
の
『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
文
化
一
〇
～
一
一
年
刊
）
の
先
駆
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
取
り

締
ま
り
の
た
め
に
こ
れ
以
上
に
発
展
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
賭
博
用
語
の
文
芸
化
と
い
う
実
験
的
な
試
み
の
珍
し
い
例
と

し
て
前
期
戯
作
に
み
え
る
遊
戯
を
用
い
た
趣
向
の
意
義
を
考
え
る
う
え
で
見
直
す
べ
き
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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﹃
本
朝
酔
菩
提
全
伝
﹄
の
再
検
証 

︱
岩
芝
を
め
ぐ
っ
て
︱ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学
（
院
） 

小 

林 
 

俊 

輝 

文
化
六
年
刊
、
山
東
京
伝
の
読
本
『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
は
殆
ど
の
先
行
研
究
で
「
一
休
」
を
軸
に
論
じ
ら
れ
、
そ

の
多
く
で
低
く
評
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
大
高
洋
司
氏
・
伊
與
田
麻
里
江
氏
に
よ
っ
て
再
評
価
が
行
わ
れ
つ
つ

あ
る
。
本
発
表
で
は
そ
れ
に
続
く
形
で
、
一
休
同
様
全
編
に
亘
っ
て
登
場
す
る
「
岩
芝
」
に
も
着
目
し
、
二
人
を
軸
と

す
る
こ
と
で
本
作
の
構
成
の
再
検
証
を
行
う
。 

ま
ず
、
山
口
剛
氏
・
小
池
藤
五
郎
氏
を
筆
頭
に
一
休
が
作
中
に
て
散
発
的
に
登
場
し
て
い
る
点
で
構
成
の
不
徹
底
さ

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
各
段
で
一
休
か
岩
芝
の
い
ず
れ
か
が
必
ず
作
中
人
物
へ
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
貫
し
た
枠
組
み
を
有
す
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。 

加
え
て
、
作
中
で
本
文
及
び
挿
絵
の
双
方
で
顕
著
な
年
齢
と
容
貌
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
二
人
に
限
ら
れ
、

そ
の
点
か
ら
京
伝
作
『
曙
草
紙
』
の
弥
陀
次
郎
と
野
分
の
方
同
様
に
、
本
作
は
導
き
手
と
悪
人
の
二
人
に
よ
る
「
一
代

記
も
の
」
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
。 

ま
た
、
「
赤
縄
嘱
累
品
第
十
五
」
に
て
唐
突
に
『
仏
鬼
軍
』
を
挿
話
し
た
京
伝
の
意
図
を
山
口
剛
氏
・
鈴
木
敏
也
氏

・
大
高
洋
司
氏
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
岩
芝
の
赦
さ
れ
る
場
面
と
の
相
似
性
か
ら
、
一
般
的
な
勧
善
懲
悪
に
反

し
て
彼
女
を
救
済
す
る
た
め
の
理
由
付
け
と
し
て
用
い
た
の
だ
と
考
察
し
た
。
悪
人
の
救
済
は
次
作
『
双
蝶
記
』
で
も

用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
作
は
京
伝
読
本
の
大
き
な
岐
路
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
岩
芝
を
考
慮
し
て
再
検
証
を
行
う
こ
と
で
、
本
作
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
十
分
な
構
成
を
持
っ
た
も
の
で

あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。 

  

⾺
琴
と
艶
本

え
ほ
ん 

︱
﹃
艶
本
多
歌
羅
久
良
﹄
﹃
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱ 
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本
発
表
で
は
馬
琴
を
巡
る
戯
作
と
艶
本
の
関
係
を
考
究
し
た
い
。 

 

『
艶
本

え

ほ

ん

多
歌

た

か

羅ら

久ぐ

良さ

』
（
喜
多
川
歌
麿
画
、
曲
取
主
人
序
、
寛
政
十
二
年
）
上
巻
の
両
性
具
有(

ア
ン
ド
ロ
ギ
ユ
ヌ
ス)

の
妖
魔
を
扱
っ
た
附
文
が
馬
琴
の
手
に
な
る
こ
と
は
林
美
一
氏
が
提
示
し
（
『
江
戸
枕
絵
師
集
成 

喜
多
川
歌
麿
』19

9
0

年
他
）
、
出
典
が
「
胡
好
好
」
（
樂
鈞
『
耳
食
録
』
）
で
あ
る
こ
と
は
ゆ
ー
か
氏
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
伏
姫
屋
敷
」
（2

0
0
3

年
投
稿
）
で
指
摘
し
て
い
る
。
馬
琴
は
こ
の
「
胡
好
好
」
を
、
最
後
の
短
編
合
巻
『
代
夜
待
白
女
辻
占
』
（
歌
川
国
貞

画
、
天
保
元
年
、
以
下
『
白
女
』
）
で
も
用
い
る
。
『
白
女
』
は
『
耳
食
録
』
中
の
三
つ
の
話
を
中
心
に
作
ら
れ
た
性

的
な
表
現
が
多
い
異
色
作
で
あ
る
が
、
挿
絵
中
の
男
女
同
体
の
妖
魔
の
姿
は
『
比
翌
紋
目
黒
色
揚
』
（
歌
川
豊
国
画
、

文
化
十
二
年
）
の
口
絵
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。 

溪
斎
英
泉
画
・
作
『
画
図

が

ず

玉
装

ぎ
ょ
く
そ
う

譚だ
ん

』
（
天
保
元
年
頃
）
は
岡
田
玉
山
の
上
方
読
本
『
絵
本

え

ほ

ん

玉
た
ま
も

藻
も
の
が

譚た
り

』
（
文
化
二
年
）

の
艶
本
化
作
品
で
、
『
白
女
』
の
男
女
同
体
の
妖
魔
譚
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
英
泉
は
馬
琴
に
親
し
く

し
ば
し
ば
家
を
訪
問
し
て
お
り
、
耳
に
し
た
話
を
取
り
込
ん
だ
と
推
測
す
る
。
英
泉
は
殺
生
石
が
割
れ
九
人
の
美
女
が

現
れ
る
と
し
、
最
尾
に
「
九
尾
に
象(

か
た
ど
る)

七
女
の
伝
は
巻
を
か
へ
て
説
べ
き
に
な
ん
」
と
付
け
る
。
こ
の
趣
向

は
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
文
化
十
一
年
～
天
保
十
三
年
）
の
艶
本
化
『
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
』
（
不
器
用
又
平
（
歌
川
国

貞
）
画
、
天
保
七
年
）
で
使
わ
れ
る
。
『
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
』
上
巻
は
扉
を
担
当
し
た
陽
起
山
人
（
英
泉
）
作
で
あ
る
が

当
初
の
構
想
が
保
て
な
く
な
り
、
中
下
巻
は
曲
取
主
人
（
こ
れ
は
花
笠
文
京
）
が
筆
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
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